
卒業時アンケート報告 V学内限りデータ非開示

教学マネジメントセンター 2025/6/30

卒業時アンケート

 兵庫県立大学に通う学生を対象に、学生生活の状況および教育効果をアンケートによる分析を通して検討する 
 本調査を通してさらなる教育機関としての改善を検討し、実りある学生生活に貢献することを目指す 
 
 

・アンケートはQRコード又はURLからGoogle Formにて実施（所要時間8分） 
・重複回答(6)、在校生(1)、退学(1)を除外 
*学修の振返りアンケート回答期間を延⾧した為、実施開始が年明けに後倒しとなった 

調査対象 

兵庫県立大学 
卒業生・修了生 

本調査の基礎情報 

調査目的 

教育内容やその効果等の評価
を行い改善策検討に役立てる 

実施期間* 

2025/1/29～ 
2025/3/24 
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学部ごとの卒業生アンケート回収率（学部生）

8.1％

国際商経

68.5％

社会情報

55.2％

工学

18.2％

理学

26.8％

環境人間

81.1％

看護

2025_03卒業 全体の回答率:36.9％（442/1,198人) 国際商経学部にGBC2名含む
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12％

社会科学
研究科

56.1％

工学
研究科

31.9％

理学研究科

54.4％

情報科学
研究科

47.6％

環境人間学
研究科

80％

看護学
研究科

緑環境景観
マネジメント

研究科

2025_03修了 全体の回答率:43.2％（191*/442**人)*うち応用情報2
** 応用情報6 経営学1

27.3％
9.5％

地域資源
マネジメント

研究科

減災
復興政策
研究科

375％

研究科ごとの卒業生アンケート回収率（大学院生）
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学修で身についた知識・能力について 学部卒業生 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8 データサイエンスのリタラシーを適切かつ効果的に活用する力

7 社会の諸課題の解決を志向した創造的な課題解決力

6 地域の諸課題を世界との関連性の中で認識理解する力

5 外国語でのコミュニケーション力

4 自主性と自立性

3 公共の精神と倫理観をもった行動

2 専門的な知識技能

1 一般教養

1: 全く身につかなかった 2:身につかなかった 3:あまり身につかなかった 4:どちらともいえない

5:ある程度身についた 6:身についた 7:非常に身についた
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学修で身についた知識・能力について DP 
一般教養 学部別 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学部

環境人間学部

理学部

工学部

社会情報科学部

国際商経学部 GBC

国際商経学部

全く身につかなかった 身につかなかった あまり身につかなかった どちらともいえない

ある程度身についた 身についた 非常に身についた
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学修で身についた知識・能力について DP 
専門的な知識・技能 学部別 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学部

環境人間学部

理学部

工学部

社会情報科学部

国際商経学部 GBC

国際商経学部

身につかなかった あまり身につかなかった どちらともいえない
ある程度身についた 身についた 非常に身についた
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学修で身についた知識・能力について DP

公共の精神と倫理観を持った行動 学部別 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学部

環境人間学部

理学部

工学部

社会情報科学部

国際商経学部 GBC

国際商経学部

全く身につかなかった 身につかなかった あまり身につかなかった どちらともいえない

ある程度身についた 身についた 非常に身についた
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学修で身についた知識・能力について DP
自主性と自立性 学部別 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学部

環境人間学部

理学部

工学部

社会情報科学部

国際商経学部 GBC

国際商経学部

身につかなかった あまり身につかなかった どちらともいえない

ある程度身についた 身についた 非常に身についた
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学修で身についた知識・能力について DP
外国語でのコミュニケーション 学部別 N=442人

3

1

1

12

3

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

B7. 看護学部

B6. 環境人間学部

B5. 理学部

B4. 工学部

B3. 社会情報科学部

B2. 国際商経学部 GBC

B1. 国際商経学部
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学修で身についた知識・能力について DP
地域の諸課題を世界との関連性の中で認識理解する力～ 学部別 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学部

環境人間学部

理学部

工学部

社会情報科学部

国際商経学部 GBC

国際商経学部

全く身につかなかった 身につかなかった あまり身につかなかった どちらともいえない

ある程度身についた 身についた 非常に身についた
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学修で身についた知識・能力について DP
社会の諸課題の解決を志向した創造的な課題解決力 学部別 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学部

環境人間学部

理学部

工学部

社会情報科学部

国際商経学部 GBC

国際商経学部

全く身につかなかった 身につかなかった あまり身につかなかった どちらともいえない

ある程度身についた 身についた 非常に身についた
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学修で身についた知識・能力について
データサイエンスのリタラシーを適切かつ効果的に活用する力 学部別 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

看護学部

環境人間学部

理学部

工学部

社会情報科学部

国際商経学部 GBC

国際商経学部

全く身につかなかった 身につかなかった あまり身につかなかった どちらともいえない

ある程度身についた 身についた 非常に身についた
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本学での取組 学部卒業生

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ゼミ、卒業研究、学位論文

専門領域以外の科目

自身の専門科目

N=442人

1:全く熱心でなかった 2:熱心でなかった 3:あまり熱心でなか った 4:どちらともいえない

5:ある程度熱心であった 6:熱心であった 7:非常に熱心であった
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在学中に取り組んだ活動について 複数選択有り N=442人

0 50 100 150 200 250 300 350 400

副専攻の履修 防災リーダー
本学のTA

副専攻の履修 GLEP
留学

副専攻の履修 RLEP
学会(国内 国際学会含む)での発表

教職
ボランティア活動

学園祭・オープンキャンパス等
クラブサークル

インターンシップ
資格試験対策

就職活動
アルバイト

15

人

在学中に取り組んだ活動について 教職関連科目の履修 学部N(回答者)=55人

1
2

1 1

0

10

20

国際商経学部 社会情報科学部 工学部 理学部 環境人間学部 看護学部

教職関連科目の履修 就職先教育機関 うち県内
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在学中に取り組んだ活動について 学部生 学会での発表 N(回答者)=41人

0

5

10

15

20

25

国際商経学部 社会情報科学部 工学部 理学部 環境人間学部 看護学部

学会での発表 うち進学・留学
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在学中に取り組んだ活動について 査読付き論文 (研究科)N=191人

1

39

5
1 1

17

1 1 1
6

1 2 1 11
4

1 3 1 2 1 1
0

10

20

30

40

50

無回答 無し 1本 2本 3本以上
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満足度1 進路について N=442人

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

非常に不満足 不満足 あまり満足していない どちらともいえない ある程度満足 満足 非常に満足
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満足度2 通常の授業、卒業研究等指導 N=442人

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

通常の授業

非常に不満足 不満足 あまり満足していない

どちらともいえない ある程度満足 満足

非常に満足

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

卒業研究等とその指導

非常に不満足 不満足 あまり満足していない

どちらともいえない ある程度満足 満足

非常に満足
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成績評価について 学部N=442人

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

非常に不公平 不公平 あまり公平でない どちらともいえない

ある程 度公平 公平 非常に公平
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満足度3 施設・設備 学部 N=442人

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

非常に不満足 不満足 あまり満足していない どちらともいえない

ある程度満足 満足 非常に満足
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満足度4 自主的に学修・研究を進める環境 学部 N=442人

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部
非常に不満足 不満足 あまり満足していない どちらともいえない

ある程度満足 満足 非常に満足
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満足度5 職員の対応について

学部 N=442人
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

非常に不満足 不満足 あまり満足していない どちらともいえない

ある程度満足 満足 非常に満足

24



満足度6 学生生活が興味・関心を深めるのに役立ったか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

学部 N=442人

非常に不満足 不満足 あまり満足していない どちらともいえない

ある程度満足 満足 非常に満足
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満足度7 学生生活が得意なことを見つけ伸ばすことに役立ったか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

学部 N=442人

非常に不満足 不満足 あまり満足していない どちらともいえない

ある程度満足 満足 非常に満足
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図書館を利用した
学部 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

全く当てはまらない 当てはまらない あまり当てはまらない どちらともい えない

ある程度当てはまる 当てはまる 非常に当てはまる
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学術的な書籍や論文を積極的に読んだ

学部 N=442
人0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

全く当てはまらない 当てはまらない あまり当てはまらない どちらともい えない

ある程度当てはまる 当てはまる 非常に当てはまる
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課されたレポートはしっかり準備して書いた

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

学部 N=442人

全く当てはまらない 当てはまらない あまり当てはまらない どちらともい えない

ある程度当てはまる 当てはまる 非常に当てはまる
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授業内容が自分なりに理解できるまで考えたり調べたりした

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

学部 N=442人

全く当てはまらない 当てはまらない あまり当てはまらない どちらともい えない

ある程度当てはまる 当てはまる 非常に当てはまる
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よい友人に巡り合えた
学部 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

グラフタイトル

全く当てはまらない 当てはまらない あまり当てはまらない どちらともい えない

ある程度当てはまる 当てはまる 非常に当てはまる
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兵庫県立大学に進学してよかったと思いますか 学部

学部 N=442人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

国際商経学部

社会情報科学部

工学部

理学部

環境人間学部

看護学部

全く当てはまらない 当てはまらない あまり当てはまらない どちらともい えない

ある程度当てはまる 当てはまる 非常に当てはまる
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兵庫県立大学に進学してよかったと思いますか 研究科 N=191人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会科学研究科
工学研究科
理学研究科

環境人間学研究科
看護学研究科

情報科学研究科
応用情報科学研究科

地域資源マネジメント研究科
減災復興政策研究科

緑環境景観マネジメント研究科

全く当てはまらない 当てはまらない あまり当てはまらない どちらともい えない

ある程度当てはまる 当てはまる 非常に当てはまる
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学費無償化の効果について 複数選択可 (学部)N=266 

13
20

97

6

32

48

1

12

70

4 7
20

4 6
2 2

7

0

20

40

60

80

100

120

国際商経学部 社会情報科学部 工学部 理学部 環境人間学部 看護学部

家計の負担を軽減 大学院に進学できる 学修・研究時間が増えた

アルバイト時間を減らせた 対象であるが影響はない
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